
 

 

物理・コミュニケーション音響学 

 

研究代表者  及川 靖広  

（基幹理工学部 表現工学科 教授） 

 

 

１． 研究課題 

これまで活動してきたプロジェクトの研究成果をさらに発展させ、企業との共同研究を中心に研

究活動を推進した。具体的には、リアルタイム計測と可視化に関する研究、工場における作業環境

の改善に関する研究、光を用いた音響空間計測に関する研究などである。また、科研費において、

光学的音響計測による音源近接空間のセンシングと音源の記述、少数マイクロホンを用いた空間連

続な室内インパルス応答の測定に取り組んだ。 

 

２． 主な研究成果 

2.1 リアルタイム計測と可視化に関する研究 

これまで計測結果の可視化を行う方法の一つとして、MR技術の一つである Microsoftが発表した

光学透過型ヘッドマウントディスプレイ、HoloLens2や iPadを用いて計測結果を実空間に重畳し可

視化する研究を進めてきた。本年度はそれらをさらに高度化させ、フィールドテストの準備を整え

た。マイクロホンアレイで計測した音源位置探査情報をリアルタイムに実体に重畳して提示するシ

ステムをでは、LiDAR センサを用いた形状点群データの取得とそのデータを利用した空間の音圧推

定に取り組んだ。リアルタイムで計測対象空間の任意の点での音圧推定とその情報の可視化を可能

とした。その例を図-1に示す。ガス管メンテナンス箇所の推定・可視化に関する研究では、計測結

果に基づくメンテナンス箇所の自動推定機能の実装と操作性の改善に取り組んだ。その例を図-2に

示す。来年度は、現場での実証実験を進め、それに基づく改善に取り組む。 

 

2.2 工場における作業環境の改善に関する研究 

工場内で用いられる道具も作業効率や精度の改善を目的に変化していくが、それにより発生する

音なども変化する。それを把握し、改善していくことは、工場内作業者にとって重要な課題である。

またこれまで人間に頼っていた検査を自動化するために音の利用も重要な課題となっている。そこ

で、工場内騒音の低減による作業環境改善の研究、音を活用したトランスミッションテストの研究

を実施した。 

 

2.3光を用いた音響空間計測に関する研究 

これまで、偏光高速度干渉計を用いた音場可視化計測手法を提案してきた。本年度は、偏光高速

度干渉計を用いた音場可視化計測手法の適用範囲の拡大を目指した。特に高速走行する列車におけ

る移動音源からの放射音可視化計測と放射特性の把握、自動車分野やセンサ分野への適用を行い、

その有効性を示した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 共同研究者 

山﨑 芳男（早稲田大学 名誉教授） 

小林 哲則（理工学術院 教授） 

菊池 英明（人間科学学術院 教授） 

菅野 由弘（理工学術院 教授） 

小川 哲司（理工学術院 教授） 

藤森 潤一（総合研究機構 波動場・コミュニケーション科学研究所 招聘研究員） 

池田 雄介（東京電機大学 教授） 

高橋 義典（工学院大学 准教授） 

矢田部 浩平（東京農工大学 准教授） 

中島 武三志（東京工芸大学 助教） 

石川 憲治（NTT コミュニケーション科学基礎研究所 研究員） 

黒田 淳（京セラ 先進技術研究所 研究員） 

 

４． 研究業績 

4.1 学術論文 

[1] Denny Hermawanto, Kenji Ishikawa, Kohei Yatabe and Yasuhiro Oikawa, “Determination of 
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図–1 LiDAR センサを用いた形状点群データの取得とそ

のデータを利用した空間の音圧推定 

 



 

Reconstruction via DNN-based Phase Differences Estimation,” IEEE/ACM Trans. Audio, 

Speech, and Language Processing, vol.31, pp.163-176, Nov.2023. 
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from high-speed moving source,” Acoust. Sci. & Tech., Vol.43, No.6, pp.339-341, 2022.11. 
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[4] Kenji Ishikawa, Kohei Yatabe, Yasuhiro Oikawa, Yoshifumi Shiraki, and Takehiro Moriya, 
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pp.5688-5691, Nov.2022. 
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[5] Kento Nagatomo, Masahiro Yasuda, Kohei Yatabe, Shoichiro Saito, Yasuhiro Oikawa, “On-
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environment,” Applied Acoustics, Vol.199, Article 108961, Sep.2022. 

https://doi.org/10.1016/j.apacoust.2022.108961 
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visualization and temperature measurement using high-speed interferometer,” Acoust. Sci. & 

Tech., Vol.43, No.3, pp.177-187, 2022.5. 
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4.2 招待講演 

[1] 及川靖広, “（招待講演）複合現実技術を用いた音場の計測と可視化,” 日本音響学会春季研究発

表会講演論文集, pp.1025−1026, 2023.3. 

[2] 池田雄介, 津國和泉, 松橋遼, 内田彩芽, 大川祐貴子, 及川靖広, “（招待講演）複合現実技術と

物理モデルを用いた音場の可視化,” 日本音響学会騒音・振動研究会資料, N-2022-43, pp.1-8, 

2022.10. 

4.3 受賞・表彰 

[1] 指導した学生 2 名が日本音響学会第 25 回学生優秀発表賞を受賞 

[2] 指導した学生 1 名が日本音響学会 騒音・振動研究会学生優秀発表賞を受賞 

[3] 指導した学生 1 名が 2022 Student Challenge Problem of Acoustical Society of America (ASA) 

において第 3 位受賞 

[4] 指導した学生 2 名が日本音響学会第 24 回学生優秀発表賞を受賞 

4.4 学会および社会的活動 

[1] 日本音響学会 理事（及川靖広） 

[2] 日本音響学会 サマーセミナー実行委員会委員長（及川靖広） 

[3] 第 22 回 １ビット研究会開催（2022 年 12 月 9 日、理工総研第２種行事） 

[4] 第 21 回 １ビット研究会開催（2022 年 7 月 1 日、理工総研第２種行事） 

 

５． 研究活動の課題と展望 

本プロジェクトにおいては、物理・コミュニケーション音響学に関し、企業との共同研究をベー

スに成果を上げてきた。引き続き、次期プロジェクトにおいて研究成果の社会実装を目指すととも

に、基礎研究も進めつつ活動を進める。 

 


